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通期連結業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

 当社は最近の業績動向等を踏まえ、2022 年５月 12 日に公表しました 2023 年３月期通期連結業績予想及び

2023年３月期配当予想値を下記の通り修正することとしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．通期連結業績予想の修正について 

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

20,555 

百万円 

261 

百万円 

403 

百万円 

277 

円 銭 

80.46 

今回予想（Ｂ） 23,883 416 609 435 126.90 

増減額（Ｂ－Ａ） 3,327 155 205 157 ― 

増減率（％） 16.2 59.7 51.0 56.5 ― 

（参考）前期実績 

（2022年3月期） 
21,147 302 474 578 167.29 

 

修正の理由 

   当連結会計年度の業績予想につきましては、当社グループの事業とかかわりの深い界面活性剤業界の生

産・販売活動は堅調に推移し、主要得意先からの受注は堅調で、またオレオケミカルを中心とした原材料

価格（天然油脂相場価格）が高値圏で推移したこともあり、第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上

高、営業利益、 経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は当初予想より大きく上回りました。しか

しながら、第３四半期以降、ウクライナ情勢をめぐる地政学リスクや世界経済の減速懸念、仕入・販売価

格に影響を及ぼす天然油脂（パーム油）相場価格の動向等、先行き不透明な状況が続いております。その

様な状況の中で、足元の事業環境、取引先との現時点で入手可能な情報や予測等を鑑み、2022年５月12日

に公表しました通期の連結業績予想を上記の通り修正いたします。この結果、通期の売上高、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回り、売上高、営業利益、経常利益について

は過去最高を更新する見込みとなりました。 

 

 

 

 



２．配当予想の修正について 

2023年３月期 配当予想の修正 

 年間配当金 

 第２四半期末 期末 年間 

前回予想 

（2022年５月12日発表） 

円 銭 

― 

円 銭 

24.00 

円 銭 

24.00 

今回修正予想 ― 32.00 32.00 

当期実績 0.00 ― ― 

前期実績 

（2022年３月期） 0.00 

42.00 

【普通配当 24.00】 

【特別配当 18.00】 

42.00 

【普通配当 24.00】 

【特別配当 18.00】 

 

  修正の理由 

   当社は、長期的な視野に立ち、業績の向上に努めるとともに将来の事業展開のために必要な内部留保を

確保しつつ、株主の皆様に安定した配当を継続して実施していくことを基本方針とし、過年度における 1

株当たり配当額を基礎に、親会社株主に帰属する当期純利益に対して25％以上の配当性向を目標としてお

ります。 

   当社の期末配当金は基本方針に基づき、1株当たり24円を予想していましたが、上記の通期連結業績予

想の修正のとおり、親会社株主に帰属する当期純利益が当初予想を上回ることが見込まれることから、1株

当たり配当予想を32円に修正いたします。これにより、2023年３月期の1株当たり年間配当金は、32円

となり、配当性向は25.2％となる予定であります。 

 

  注意事項 

   上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以上 

 


